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GU
O
　
C
h
o
n
g

摘
要

　
く
く
本
草
剤
目
》
侍
入
日
本
対
日
本
近
世
本
草
学
的
友
展
声
生
了
深
近
的
影
噛
，
　
＜
＜
大
和

本
草
》
的
成
立
也
不
例
外
。
致
力
干
樹
立
日
本
本
草
学
的
只
原
益
軒
，
在
撰
写
《
大
和

本
草
》
的
辻
程
中
、
参
照
《
本
草
鋼
目
》
的
同
吋
対
其
分
美
又
声
生
了
杯
疑
。
与
《
本

草
鋼
目
》
十
六
部
六
十
美
v
e
対
“
　
＜
＜
大
和
本
草
》
牧
呆
一
千
三
百
六
十
四
介
項
目
井
分
力

三
十
七
美
，
其
中
有
不
少
分
美
是
只
原
益
軒
根
据
自
己
的
分
美
基
准
創
造
出
的
美
別
，
比

如
民
用
美
、
菊
美
、
菊
木
美
、
花
草
美
、
花
木
美
、
因
草
美
、
国
木
美
等
，
辺
出
了
日
本

本
4
早
学
白
［
立
的
第
一
歩
。

　
＜
＜
本
草
鋼
目
》
作
力
菊
物
学
著
作
，
所
有
項
目
的
内
容
都
和
菊
敷
、
菊
性
有
美
，
而

くく

大
和
本
草
》
三
十
七
美
中
有
丙
美
．
苅
美
”
、
．
刻
木
美
”
是
只
原
益
軒
創
立
的
以
麹
敷

力
主
的
部
美
，
《
本
草
鋼
目
》
中
井
不
存
在
，
但
所
有
項
目
都
在
《
本
草
鋼
目
》
中
可
以

碗
杁
。
本
企
文
以
．
菊
美
〃
、
．
菊
木
美
”
力
中
心
遊
行
考
察
，
見
而
南
明
貝
原
益
軒
力
何

要
独
自
創
立
．
菊
美
”
和
．
菊
木
美
”
，
同
祥
作
力
本
草
学
著
作
，
丙
弔
中
．
本
草
”
的

概
念
萢
暁
有
何
不
同
。

（1
七

o
八
）
七
九
歳
の
と
き
、
『
大
和
本
草
』
十
六
巻
・
附
録
二
巻
を
完
成
、
翌
宝
永
六

年
a
七
o
九
）
に
刊
行
し
た
。

　
『
大
和
本
草
』
は
四
百
種
以
上
の
書
目
を
引
用
す
る
。
そ
の
う
ち
、
引
用
回
数
が
最
も

多
く
、
内
容
・
構
成
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
中
国
本
草
学
の
集
大
成
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
で
あ
り
、
そ
の
引
用
例
は
三
百
例
以
上
に
の
ぼ
る
。

　
『
大
和
本
草
』
「
凡
例
」
に
は
、
『
本
草
綱
目
』
を
前
提
と
し
て
『
大
和
本
草
』
を
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
此
書
操
ヒ
ニ
於
本
草
綱
目
所
レ
載
諸
説
之
中
最
切
要
ナ
ル
者
ヲ
一
、
約
シ
テ
而
収
－
二
録
ス

　
　
之
ヲ
一
。
若
夫
諸
ー
品
之
形
ー
状
・
性
ー
味
之
詳
ナ
ル
者
不
レ
載
二
子
此
三
、
須
レ
熟
－
二
玩
ス

　
　
本
草
三
。

　
（
此
の
書
は
『
本
草
綱
目
』
に
載
せ
る
諸
説
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
を
選
び
、
要
約

し
て
収
録
す
る
。
諸
品
目
の
形
状
・
性
味
の
詳
し
い
内
容
は
こ
こ
に
は
掲
載
し
な
い
の

で
、
『
本
草
（
綱
目
）
』
を
よ
く
読
ま
れ
た
い
。
）

　
一
方
、
益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
は
疑
義
を
呈
し
、
『
大
和
本
草
』
「
総
論
」
に

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
本
草
綱
目
二
品
類
ヲ
分
ッ
ニ
可
レ
疑
フ
事
多
シ
。
（
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
品
類
の
分
類

　
　
に
は
疑
う
べ
き
こ
と
が
多
い
。
）

　
『
大
和
本
草
』
の
構
成
・
分
類
は
、
必
ず
し
も
『
本
草
綱
目
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
益
軒
の
分
類
構
成
に
対
す
る
問
題
意
識
は
、
『
大
和
本
草
』
に
お

い

て
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
て
い
る
の
か
o

　
本
稿

は
、
『
本
草
綱
目
』
や
他
の
本
草
書
に
は
見
ら
れ
ず
、
『
大
和
本
草
』
に
よ
り
独
自

に
立
て
ら
れ
た
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
を
中
心
に
検
討
す
る
。

一
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キ
ー
ワ
ー
ド
l
大
和
本
草
　
本
草
綱
目
　
薬
類
　
薬
木
類
　
本
草

は

じ
め
に

　
『
養
生
訓
』
『
和
俗
童
子
訓
』
等
で
知
ら
れ
る
貝
原
益
軒
（
寛
永
七
〈
一
六
三
〇
〉
～

正
m
p
四
　
〈
1
七
一
四
〉
）
は
、
日
本
独
自
の
本
草
学
を
樹
立
す
べ
く
、
r
民
生
日
用
」
を

旨
と
し
た
本
草
学
の
実
践
と
資
料
蒐
集
に
生
涯
を
捧
げ
、
こ
れ
を
大
成
し
て
宝
永
五
年

一
、

『大
和
本
草
』
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
の
構
成

　
『
大
和
本
草
』
に
は
、
＝
二
六
四
種
の
品
目
が
収
録
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
類
別
し

て

三
七
類

に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
『
大
和
本
草
』
「
目
録
」
の
最
後
に
は
、
1
1
二
六
四
項
目

そ
れ
ぞ
れ
の
由
来
に
よ
る
分
類
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
マ

　
　
右
通
計
一
1
1
1
y
m
－
〈
十
1
1
　
（
1
　
1
二
H
〈
四
）
種
。
凡
鐸
ー
二
取
本
艸
三
者
七
百
七
十
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
マ

　
　
（
七
九
九
）
種
。
抄
キ
ー
二
取
本
艸
之
外
ノ
群
書
之
中
ヲ
一
者
二
百
三
（
一
八
八
）
種
。
和



　
　
　
　
マ
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

　
　
品
三
百
五
十
八
（
三
五
二
）
種
、
轡
種
二
十
九
（
1
H
六
）
種
、
此
二
者
、
本
艸
及
群

　
　
書
二
所
レ
不
レ
載
也
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

　
　
（
右
通
計
二
二
六
二
（
＝
二
六
四
）
種
。
凡
て
本
草
を
澤
取
す
る
者
、
七
七
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
マ

　
　
（
七
九
九
）
種
。
本
草
の
外
の
群
書
の
中
を
抄
き
取
る
者
、
二
百
三
（
一
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
種
。
和
品
は
三
五
八
（
三
五
二
）
種
、
蟹
種
は
二
九
（
二
六
）
種
、
此
の
二
者
、
本

　
　
草
及
び
群
書
に
載
せ
ざ
る
所
な
り
。
）

　
即
ち
『
大
和
本
草
』
に
は
、
本
草
書
や
他
の
漢
籍
だ
け
で
な
く
、
日
本
産
（
和
品
）
す

る
品
物
、
オ
ラ
ン
ダ
・
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
る
項
目
（
蛮
種
）
に
ま
で
意
識
的
に
蒐
集
さ

れ

る
。
そ
の
う
ち
、
本
草
書
か
ら
の
項
目
は
最
も
多
く
、
半
分
以
上
占
し
て
い
る
。
日
本

産
す

る
項
目
は
二
番
目
多
く
、
四
分
の
一
強
を
占
し
て
い
る
。
他
に
は
、
貝
原
益
軒
は
本

草
書
以
外
の
漢
籍
か

ら
の
項
目
や
オ
ラ
ン
ダ
や
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
る
項
目
も
意
識
的
に

蒐
集
し
、
F
外
」
と
「
蛮
種
」
で
標
識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
本
草
書
に
は
な
い
現
象

で
あ
る
。

　
『
大
和
本
草
』
「
凡
例
」
で
は
、
「
外
」
「
和
品
」
「
蛮
種
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。

　
　
本
草
所
レ
不
レ
載
、
於
二
中
華
群
書
之
中
三
所
二
収
ー
載
一
之
品
ー
物
、
毎
ー
件
以
二
外
ー
字

　
　
ヲ
一
標
1
1
1
出
ス
之
ヲ
上
三
。
中
華
群
ー
書
ノ
所
ニ
メ
レ
不
レ
載
而
本
邦
所
レ
在
、
未
レ
知
二
漢
名

　
　
ヲ
一
者
、
以
＝
倭
品
ノ
ニ
字
ヲ
i
標
－
二
書
ス
之
ヲ
）
。
自
二
蛮
国
一
来
ー
者
、
標
－
出
ス
ル
ニ
以
ス
ニ

　
　
蟹
種
ノ
ニ
字
ヲ
1
0
取
ル
ニ
子
本
草
二
一
者
、
不
二
標
ー
書
三
。

　
（
本
草
の
載
せ
ざ
る
所
、
中
華
群
書
の
中
に
於
い
て
収
め
載
せ
る
所
の
品
物
、
毎
件
外

字
を
以
て
之
を
上
に
標
出
す
。
中
華
群
書
の
載
せ
ざ
る
所
に
し
て
本
邦
在
る
所
、
未
だ
漢

名
を
知
ら
ざ
る
者
、
倭
品
の
二
字
を
以
て
之
を
標
書
す
。
蛮
国
よ
り
来
た
る
者
、
標
出
す

る
に
蛮
種
の
二
字
を
以
て
す
。
本
草
に
取
る
者
、
標
書
せ
ず
。
）

　
以
上

の
定
義
づ
け
た
表
示
か
ら
み
れ
ば
、
r
外
」
本
草
書
以
外
の
群
書
か
ら
集
ま
っ
た

項

目
と
し
て
、
「
和
品
」
は
日
本
産
し
、
中
華
群
書
に
載
せ
ざ
る
項
目
と
し
て
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
『
本
草
綱
目
』
に
は
存
在
し
な
い
。
本
草
書
か
ら
蒐
集
し
た
も
の
は
最
も

多
v
、
『
大
和
本
草
』
は
本
草
書
と
し
て
本
草
書
か
ら
品
物
を
集
め
る
の
は
し
ご
く
当
然

で
あ
る
た
め
、
何
も
標
識
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
大
和
本
草
』
の
基
本
分
類
で
あ
る
三
七
類
ご
と
に
本
草
書
か
ら
の
項
目
、
本
草
書
以

外
の
漢
籍
か
ら
の
項
目
、
日
本
産
の
項
目
、
オ
ラ
ン
ダ
あ
る
い
は
西
洋
か
ら
の
項
目
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
布
と
項
目
数
を
次
の
表
1
に
ま
と
め
る
。

　
表

1
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
『
大
和
本
草
』
の
大
分
類
は
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
て
「
水
」
「
火
」
「
金
」

「
土
」
「
（
木
）
植
物
」
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
次
は
動
物
と
な
っ
て
い
る
。
陰
陽
五
行
の

う
ち
、
「
木
」
即
ち
「
植
物
」
は
本
草
書
『
大
和
本
草
』
の
基
幹
で
あ
り
、
三
七
類
の
う

ち
、
二
一
類
を
占
め
て
い
る
。
＝
二
六
四
項
目
の
う
ち
、
八
五
八
項
目
が
「
木
」
植
物
に

分
布
し
、
全
項
目
の
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
第
二
に
、
『
大
和
本
草
』
に
収
録
さ
れ
る
＝
二
六
四
種
の
品
目
に
つ
い
て
、
品
目
の
産

地

に
よ
っ
て
、
本
草
書
に
所
載
す
る
品
目
、
本
草
書
以
外
の
漢
籍
に
所
載
す
る
「
外
」

品
、
日
本
固
有
の
「
和
品
」
と
オ
ラ
ン
ダ
や
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
「
蛮
種
」
と
い
っ
た
四

パ
タ
ー
ン
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
『
大
和
本
草
』
に
は
、
本
草
書
か
ら
の
品
目
は
七
九
八
種
、
全
体
の
六
割
占

め

て

い
る
。

　
第
四
に
、
『
大
和
本
草
』
の
「
（
木
）
植
物
」
で
は
、
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
に
収
録

さ
れ
る
品
目
は
他
の
類
の
と
異
な
っ
て
、
「
外
」
品
と
「
和
品
」
と
「
蛮
種
」
の
項
目
が

な
く
、
凡
て
は
標
識
が
な
く
本
草
書
か
ら
摂
集
し
た
品
物
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
で
は
、
本
草
書
か
ら
の
七
九
項
目
が
収
録
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
薬
木
」
類
に
は
本
草
書
か
ら
の
1
1
1
1
1
1
｝
R
C
a
n
が
収
録
さ
れ
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
、
『
大
和
本
草
』
「
（
木
）
植
物
」
に
お
け
る
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類

の

項

目
は
、
凡
て
本
草
書
か
ら
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
と

い
っ

た

名
称
に
示
し
た
と
お
り
、
此
の
二
類
と
も
「
薬
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
「
薬
」
類

は
草
の
中
の
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
品
物
の
集
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
薬
木
」
類

は
木
の
中
の
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
品
物
の
集
め
で
あ
る
。
同
じ
本
草
書
で
あ
る
が
、
『
本

草
綱

目
』
に
は
、
部
・
類
の
中
に
「
～
薬
」
の
よ
う
な
部
立
名
が
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
貝

原
益
軒
は
『
大
和
本
草
』
の
中
に
独
自
に
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
と
を
立
て
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
『
本
草
綱
目
』
と
何
か
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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表

1
・
『
大
和
本
草
』
類
ご
と
に
0
本
草
書
か
ら
の
品
物
②
「
外
」
③
「
和
品
」
④
r
蛮
種
」
の
分
布

注
　
●
本
草
書
所
載
の
品
目
、
標
識
な
し
。
②
本
草
書
以
外
の
漢
籍
所
載
の
品
目
、
F
外
」
で
示
す
。
③
日
本
固
有
の
品
目
、

目
、
F
蛮
種
」
で
標
識
す
る
。

F和
品
」
で
示
す
。
●
オ
ラ
ン
ダ
や
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
品

類 0 ② ③ 0 計

水類 9 3 12
水
火
金
土

火類 4 6 10

金玉土石 49 7 11 67

穀類 22 3 1 26

造醸類 21 5 3 29

菜疏類 53 5 7 2 67

薬類 79 79

民用類 6 1 7

花艸 25 22 22 4 73

園艸 11 4 2 17

菰類 7 1 1 9

蔓艸 26 1 10 37

芳艸 12 3 1 16
（木
）
植
物

水艸 19 5 12 36

海艸 8 6 14 28

雑艸 60 11 61 4 136

菌類 8 2 15 25

竹類 9 8 4 1 22

四木類 6 1 7

果木類 35 5 3 1 44

薬木 33 33

園木 17 8 9 1 35

花木 18 10 11 1 40

雑木 26 16 43 7 92

河魚 20 1 18 39

海魚 34 11 37 1 83

水晶 12 5 4 21

陸巌 47 12 5 64

介類 24 14 16 54

水鳥 17 8 25

動
物

山鳥 10 3 13

小鳥 7 3 27 37

家禽 4 4

雑禽 8 2 10

異邦禽 10 10

獣類 37 7 1 1 46

人類 5 4 1 10

計 37類 798 188 352 26 1364
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二
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
の
配
列
と
『
本
草
綱
目
』

　
部
立
の
名
称
か
ら
見
れ
ば
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
は
『
本
草
綱
目
』

と
あ
ま
り
関
係
な
い
が
、
具
体
的
な
項
目
名
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
凡
て
の
項
目
は

『本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
『
本
草
綱
目
』
の
異
な
る
部
立

に

散
見
し
て
い
る
。
益
軒
は
ど
の
よ
う
な
選
択
基
準
で
『
本
草
綱
目
』
か
ら
1
一
二
項
目

を
選
出
し
て
「
薬
木
」
類
と
「
薬
木
」
類
に
集
め
た
の
か
、
そ
の
配
列
意
識
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
次
は
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
に
収
録
さ
れ
る
凡
て
の
項
目
を
『
本
草
綱
目
』
に
確
認

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
を
次
の
表
2
と
表
3
に
ま
と
め
た
。
表
に
載
る
掲
出
語
の
前
に

付
け
た
番
号
は
、
項
目
の
本
文
で
の
順
序
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
表
2
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
一
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
に
は
七
九
項
目
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
は

『本
草
綱

目
』
に
確
認
さ
れ
、
『
本
草
綱
目
』
の
「
山
草
」
類
、
「
黒
草
」
類
、
「
芳
草
」

類
、
「
蔓
草
」
類
、
「
毒
草
」
類
、
「
雑
草
」
、
F
味
」
類
、
「
輩
菜
」
類
、
「
柔
滑
」
類
、

r土
」
類
、
「
灌
木
」
類
に
散
見
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
七
九
項
目
の
う
ち
、
七
三
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
「
草
」
部
に
確
認
さ
れ

る
。
内
訳
は
「
山
草
」
類
に
二
七
項
目
、
「
曝
草
」
類
に
十
六
項
目
、
F
芳
草
」
類
に
十
三

項

目
、
コ
曼
草
」
類
に
八
項
目
、
F
毒
草
」
類
に
六
項
目
、
r
水
草
」
類
に
二
項
目
、
r
雑

草
」
に
一
項
目
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
他
の
六
項
目
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
「
果
」
部
「
味
」
類
に
一
項
目
「
⑯

胡
椒
」
、
F
菜
」
部
「
章
菜
」
類
に
一
項
目
「
⑮
蒔
羅
」
、
F
菜
」
部
「
柔
滑
」
類
に
二
項

目
「
⑰
山
薬
」
と
「
⑳
百
合
」
、
r
土
」
部
「
土
」
類
に
一
項
目
「
⑰
百
草
霜
」
、
「
木
」
部

F灌
木
」
類
に
一
項
目
「
⑲
蔓
荊
子
」
が
散
見
し
て
い
る
。

　
第
四
に
、
「
薬
」
類
は
『
大
和
本
草
』
の
「
草
」
類
の
一
類
と
し
て
、
同
じ
本
草
書



表
2
・
『
大
和
本
草
』
「
薬
草
」
類
の
七
十
九
項
目
と
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
配
置

※

数
字
は
「
薬
草
」
類
の
項
目
の
順
位
を
表
す
。

本
草

部

草
部

果
部

菜
部

土
部

木
部

醐
類

山
草
類

限
草
類

芳
草
類

蔓
草
類

毒
草
類

水
草
類

雑
草

味
類

輩
菜
類

柔
滑
類

土
類

灌
木
類

①
人
参

⑩
地
黄

⑪
紫
蘇

⑲
忍
冬

⑳
附
子

⑳
澤
潟

⑯
胡
椒

⑯
百
草

⑮
蒔
羅

⑰
山
薬

⑰
百
草
霜

⑲
蔓
荊
子

②
沙
参

⑳
績
断

⑫
薄
荷

⑫
木
通

⑬
天
南

⑳
三
稜

＠
百
合

③
桔
梗

⑳
寧
歴

⑬
川
苛

⑬
五
味
子

⑭
半
夏

④
聾
彪

⑫
連
麹

⑭
荊
芥

⑪
括
婁

⑯
黎
盧

⑤
甘
草

⑭
菌
陳

⑱
香
附
子

⑱
葛
根

⑪
射
干

⑥
白
市

⑳
車
前

㊨
砂
仁

⑬
土
挟
苓

⑲
箆
麻
子

⑦
蒼
市

⑳
変
門

⑱
白
豆
薙

⑭
牽
牛
子

⑧
黄
書

⑪
紅
花

⑲
草
果

⑱
威
霊
仙

⑨
當
蹄

⑲
夏
枯
草

⑳
木
香

⑮
萎
菱

⑭
冬
葵

⑲
白
花

⑯
黄
精

⑮
穀
精
草

⑳
零
陵
香

⑰
地
楡

⑧
括
婁

⑬
養
香

大
和
本
草

語
出
掲

⑳
細
辛
⑳
猫
活
⑳
莞
活

⑮
稀
蒼
⑯
文
⑪
紫
苑

⑫
薔
金

⑫
黄
連

⑮
天
名
精

⑬
預
陽

⑭
巴
戟

⑮
胡
黄
連

⑯
防
風

⑰
柴
胡

⑱
升
麻

㊨
遠
志

◎
白
及

⑬
貝
母

㊨
龍
脂

⑳
淫
羊
蕾
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の

『本
草
綱

目
』
の
「
草
」
部
か
ら
項
目
を
蒐
集
す
る
の
は
普
通
で
あ
る
が
、
も
と
も

と
『
本
草
綱
目
』
「
果
」
部
、
「
菜
」
部
、
「
土
」
部
、
　
F
木
」
部
に
あ
る
項
目
を
選
出
し
て

r薬
」
類
に
収
録
す
る
項
目
も
あ
る
。

　
第
五
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
に
掲
載
す
る
①
人
参
、
②
沙
参
、
③
桔
梗
、
④
齊

鹿
、
⑤
甘
草
、
⑥
白
市
、
⑦
蒼
市
、
⑧
黄
書
、
⑨
當
蹄
は
『
本
草
綱
目
』
「
草
」
部
の

r山
草
」
類
に
あ
り
、
⑩
地
黄
は
「
膠
草
」
類
に
あ
り
、
⑪
紫
蘇
、
⑫
薄
荷
、
⑬
川
苛
、

⑭
荊
芥
は
「
芳
草
」
類
に
あ
り
、
⑮
萎
莚
、
⑯
黄
精
、
⑰
地
楡
は
ま
た
「
山
草
」
類
に
あ

る
よ
う
に
、
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
そ

し
て
、
「
薬
木
」
類
の
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
対
応
が
あ
る
。

　
表
3
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
一
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
木
」
類
に
は
、
三
三
項
目
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ

て

は
『
本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
、
『
本
草
綱
目
』
の
「
喬
木
」
類
、
「
灌
木
」
類
、
「
香

木
」
類
、
「
寓
木
」
類
、
　
r
毒
草
」
類
、
「
卵
生
」
類
、
「
味
」
類
に
散
見
し
て
い
る
。

　
第

二

に
、
三
三
項
目
の
う
ち
、
二
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
「
木
」
部
に
確
認
さ
れ

る
。
内
訳
は
「
喬
木
」
類
に
八
項
目
、
F
灌
木
」
類
に
入
項
目
、
r
香
木
」
類
に
九
項
目
、

表
3
・
『
大
和
本
草
』
「
薬
木
」

類
の
三
三
項
目
と
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
配
置

　
　
　
※
数
字
は
「
薬
草
」
類
の
項
目
の
順
位
を
表
す
。

草本和大 目綱草本

掲出語 類 部

⑳⑳㊨⑳⑧③②①皇棟黄椀厚秦椿樗

爽　粟　朴皮

喬
木
類

⑳⑳⑳⑫⑬⑥⑤④
枳楯五拘鬼木胡山
実　　加杞箭半頽茱
枳　　木　　　夏子萸
殻

灌
木
類

木
部

⑳⑳⑭⑲⑱⑰⑯⑮⑦阿側龍沈檀樟桂丁盧

魏栢磯香香脂　香蒼

香
木
類

⑫⑳
桑秩
寄苓
生

寓
木
類

⑭⑨常莞

山花
垂
藁

草
部

⑫⑪⑩百核五

薬児桔
煎茶子

卵
生
類

虫
部

⑬
呉
茱
萸

味
類

果
部

F寓
木
」
類
に
二
項
目
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
他
の
六
項
目
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
「
草
」
部
「
毒
草
」
類
に
二
項
目
「
⑨

莞
花
」
「
⑭
常
山
」
、
F
虫
」
部
「
卵
生
」
類
に
三
項
目
「
⑩
五
桔
子
」
「
⑪
該
児
茶
」
「
⑫

百
薬
煎
」
、
F
果
」
部
r
味
」
類
に
一
項
目
「
⑬
呉
茱
萸
」
が
散
見
し
て
い
る
。

　
第
四
に
、
「
薬
木
」
類
は
『
大
和
本
草
』
の
「
木
」
類
の
一
類
と
し
て
、
同
じ
本
草
書

の

『本
草
綱
目
』
の
「
木
」
部
か
ら
項
目
を
蒐
集
す
る
の
は
普
通
で
あ
る
が
、
も
と
も
と

『本
草
綱
目
』
「
草
」
部
、
「
虫
」
部
、
　
r
果
」
部
に
あ
る
項
目
を
選
出
し
て
、
「
薬
木
」
類

の
中
に
収
録
す
る
の
も
あ
る
。

　
第
五
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
木
」
類
に
掲
載
す
る
①
樗
、
②
椿
、
③
秦
皮
は
『
本
草

綱

目
』
「
木
」
部
の
「
喬
木
」
類
に
あ
り
、
④
山
茱
萸
、
⑤
胡
頽
子
、
⑥
木
半
夏
は
「
灌

木
」
類
に
あ
り
、
⑦
盧
蒼
は
「
香
木
」
類
に
あ
り
、
⑧
厚
朴
は
ま
た
「
喬
木
」
類
に
あ
る

よ
う
に
、
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
益
軒
は

「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
を
立
て
る
際
、
『
本
草
綱
目
』
と
異
な
る
配
列
基
準

で
項
目
を
配
列
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
『
本
草
綱
目
』
「
草
」
部
、
　
r
木
」
部
以

外
の

部
立
か

ら
も
項
目
を
集
め
て
、
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
に
収
録
し
て
い
る
。
い
っ
た

い
益
軒
の
ど
ん
な
独
自
な
配
列
意
識
が
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ソ

　
本
文
の
内
容
を
結
び
つ
つ
、
さ
ら
に
検
討
す
る
。

　
例
え
ば
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
の
最
初
に
配
列
さ
れ
る
①
「
人
参
」
の
本
文
に
は
、

次

の
一
文
が
あ
り
、

　
　
上
薫
ノ
者
其
－
債
與
レ
銀
等
シ
。
中
夏
ニ
ハ
以
二
與
レ
銀
等
キ
ヲ
一
爲
二
甚
」
a
n
（
－
t
－
　
1
　
O
今
本
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　

　
　
自
二
朝
鮮
一
來
－
者
債
貴
ー
重
、
奨
ソ
翅
十
ー
二
倍
ス
ル
ノ
ミ
ナ
1
フ
ン
H
”
銀
l
］
1
o

　
　
（
上
薫
の
者
、
其
の
債
銀
與
等
し
。
中
夏
に
は
銀
と
等
し
き
を
以
て
甚
だ
貴
き
と
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
す
。
今
本
邦
朝
鮮
よ
り
来
る
者
債
貴
重
、
奨
ぞ
翅
銀
に
十
倍
す
る
の
み
な
ら
ん
。
）

　
F
人
参
」
は
最
も
貴
重
な
薬
材
と
し
て
、
最
初
に
配
列
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
次
に

配

さ
れ
る
②
「
沙
参
」
に
は
、
「
凡
日
本
ニ
テ
世
讐
、
人
参
二
代
用
ル
モ
ノ
多
シ
。
只
此

沙
参
ヲ
ヨ
シ
ト
ス
ヘ
シ
。
」
（
凡
日
本
に
て
世
醤
は
、
人
参
に
代
へ
用
ひ
る
も
の
多
し
。
只

だ

此
の
沙
参
を
よ
し
と
す
べ
し
。
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
人
参
」
の
代
薬
と
し
て
其
の
次

に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
人
参
」
の
本
文
に
は
、
「
又
齊
萢
桔
梗
ヲ
以
人
参
二
代

用

ル

人
ア

リ
。
或
右
ノ
薬
二
甘
草
ヲ
煮
染
テ
偽
リ
責
ル
o
是
皆
性
各
別
ナ
リ
、
不
レ
可
レ

一
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用
o
」
　
（
又
、
齊
萢
・
桔
梗
を
以
て
人
参
に
代
へ
用
る
人
あ
り
。
或
ひ
は
右
の
薬
に
甘
草
を

煮
染
て
偽
り
責
る
。
是
れ
皆
性
各
別
な
り
、
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
同

じ
「
人
参
」
の
代
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、
②
「
沙
参
」
は
代
薬
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ

の

次
に
配
列
さ
れ
る
③
桔
梗
、
④
齊
萢
、
⑤
甘
草
は
用
い
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
伝
統
的
な
薬
材
⑥
白
戊
、
⑦
蒼
市
、
⑧
黄
香
、
⑨
當
蹄
が
配
さ
れ
る
。
⑨
當

闘
の
本
文
に
は
、
「
凡
薬
ハ
中
華
ノ
産
ヲ
爲
レ
佳
。
然
長
池
ノ
當
蹄
、
大
和
ノ
地
黄
ハ
唐

ニ

マ
サ

レ
リ
ト
I
K
o
」
　
（
凡
薬
は
中
華
の
産
を
佳
し
と
爲
す
。
然
る
に
長
池
の
當
蹄
、
大
和

の
地
黄
は
唐
に
ま
さ
れ
り
と
云
ふ
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
産
す
る
「
當
蹄
」
と
「
地

黄
」
と
も
に
優
れ
た
薬
材
で
あ
り
、
『
本
草
綱
目
』
「
隈
草
」
類
か
ら
「
地
黄
」
を
選
ん
で

r當
蹄
」
の
次
に
配
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
「
芳
草
」
類
か
ら
薬
効
が
あ
る
⑪
紫
蘇
、
⑫
薄

荷
、
⑬
川
苛
、
⑭
荊
芥
を
集
め
て
配
列
し
て
い
る
。

　
そ
の
次
は
「
山
草
」
類
か
ら
集
ま
っ
た
⑮
萎
菱
と
⑯
黄
精
で
あ
る
。
⑮
萎
菱
の
本
文
は

F詳
干
黄
精
條
下
」
し
か
な
い
。
な
ぜ
⑯
黄
精
の
前
に
配
列
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑯

黄
精
の
本
文
に
は
、
「
時
珍
日
、
黄
精
萎
莚
性
味
功
用
大
抵
相
近
、
而
萎
菱
之
功
更
勝
。
」

と
李
時
珍
の
説
を
引
用
し
て
、
⑮
萎
襲
の
功
能
が
⑯
黄
精
よ
り
勝
れ
る
た
め
、
⑮
萎
莚
は

⑯
黄
精
の
前
に
配
列
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
益
軒
は
類
似
の
項
目
を
述
べ
る
際
、
そ
の
功
能

に
よ
っ
て
配
列
し
、
功
効
の
良
い
も
の
を
前
に
配
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
⑱
香
附
子
は
「
芳
草
」
類
か
ら
収
録
さ
れ
る
項
目
で
あ
る
が
、
「
上
代
ハ
薬
二
不
用
。

（中
略
）
後
世
ニ
ハ
用
之
テ
要
薬
ト
ス
。
」
（
上
代
は
薬
に
用
ひ
ず
。
（
中
略
）
後
世
に
は
之

を
用
ひ
て
要
藥
と
す
。
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
要
薬
で
あ
る
が
、
後
世
で
は
重
要
な
薬
と

し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
⑲
忍
冬
に
は
、
「
至
賎
ノ
藥
二
至
貴
ノ
功
ア
リ
。
」
（
至
賎
の

藥
に
至
貴
の
功
あ
り
。
）
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
⑲
忍
冬
は
前
の
薬
材
と
比
べ
て
み
れ
ば

賎

し
い
も
の
で
あ
る
が
、
功
能
が
多
く
て
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
項
目
の
薬
効
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
薬
効
が
大
体
同
じ
場
合
、
貴
い
も

の

を
前
に
配
さ
れ
る
と
い
う
益
軒
の
配
列
意
識
が
覗
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
更

に
、
「
毒
草
」
類
か
ら
収
録
さ
れ
た
⑳
附
子
に
は
、
「
非
レ
ハ
ニ
危
病
二
一
不
レ
用
。
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
シ

補
薬

ノ
中
少
加
テ
引
導
ス
。
其
功
甚
捷
。
」
（
危
病
に
非
れ
ば
用
ひ
ず
。
而
し
て
補
薬
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し

に
少
し
加
へ
て
引
導
す
。
其
の
功
甚
だ
捷
。
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
⑳
附
子
は
毒
が
あ
る

が
、
補
薬
の
引
き
と
し
て
正
し
く
用
い
れ
ば
そ
の
功
が
よ
い
。

　
⑮
蒔
羅
は
『
本
草
綱
目
』
「
菜
」
類
に
あ
る
項
目
で
あ
る
が
、
「
蟹
流
ノ
讐
用
レ
之
」
（
蛮

流
の
医
之
を
用
ゆ
。
）
た
め
、
「
薬
」
類
に
収
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
本
草
綱
目
』
「
果
」

部

「味
」
類
に
収
録
さ
れ
る
⑯
胡
椒
は
「
S
p
t
i
i
　
1
切
魚
肉
菰
葦
之
毒
ヲ
i
」
　
（
1
切
魚
肉
菰

草
之
毒
を
殺
す
）
と
い
う
効
能
が
あ
る
た
め
、
「
薬
」
類
に
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ

r菜
」
部
の
「
柔
滑
」
類
に
収
録
さ
れ
る
⑰
山
薬
と
（
⑱
百
合
は
確
か
に
食
材
と
し
て
食
べ

ら
れ
る
が
、
⑰
山
薬
は
「
腎
ヲ
補
ヒ
、
脾
胃
ヲ
益
ス
。
」
と
か
、
「
虚
人
久
服
ス
ヘ
シ
。
」

r腫
テ

硬

キ
瘡
二
生
ニ
テ
ス
リ
ク
タ
キ
テ
付
レ
ハ
消
散
ス
。
」
と
か
「
婦
人
乳
腫
痛
不
可

忍
、
生
薯
積
研
ク
タ
キ
付
ル
、
甚
敷
ア
リ
。
」
と
か
、
薬
効
が
多
く
、
＠
百
合
も
「
薬
二

入
ヘ
シ
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
薬
」
と
し
て
使
わ
れ
る
た
め
、
「
薬
」
類
に
集
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
は
、
薬
効
あ
る
草
の
集
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

益
軒

は
集
め
た
七
九
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
効
に
基
づ
い
て
、
尊
い
も
の
か
ら
賎
し
い
も

の

ま
で
の
順
で
薬
草
を
配
列
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

　
次

は
、
「
薬
木
」
類
の
本
文
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
F
薬
木
」
類
の
冒
頭
に
は
、
①
樗
と
②
椿
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
「
本
草
二
椿
樗
一
條

ニ

ノ
セ
テ
不
レ
分
」
（
本
草
に
椿
樗
一
條
に
の
せ
て
分
た
ず
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
『
本
草

綱

目
』
に
は
椿
と
樗
は
1
つ
の
項
目
と
し
て
r
木
」
部
「
喬
木
」
類
に
収
録
さ
れ
る
が
、

『大
和
本
草
』
で
は
最
初
に
配
列
さ
れ
る
の
は
日
本
古
来
か
ら
も
あ
る
①
樗
で
あ
り
、
そ

の
次
は

①
樗
と
似
て
近
年
中
華
か
ら
伝
来
さ
れ
た
②
椿
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
椿
ノ
根
皮
ハ

為
レ
薬
ト
」
（
椿
の
根
・
皮
は
薬
と
為
す
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
椿
の
根
と
皮
と
も
薬

と
為
し
て
い
る
。
そ
の
次
に
は
、
「
葉
ハ
椿
二
似
テ
」
（
葉
は
椿
に
似
て
）
、
F
赤
眼
腫
ニ
ヌ

レ
ハ
ヨ
ク
治
ス
」
（
赤
眼
腫
に
ぬ
れ
は
よ
く
治
す
）
③
秦
皮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
本
草

綱
目
』
「
喬
木
」
類
に
あ
る
項
目
で
あ
る
。
続
い
て
、
④
山
茱
萸
、
⑤
胡
頽
子
、
⑥
木
半

夏
は
『
本
草
綱
目
』
「
灌
木
」
類
に
確
認
さ
れ
る
。

　
⑨
莞
花
は
も
と
も
と
『
本
草
綱
目
』
「
草
」
部
に
あ
る
項
目
で
あ
る
が
、
「
コ
レ
草
ニ
ハ

非
ル
ナ
リ
」
（
こ
れ
草
に
は
非
ざ
る
な
り
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
草
」
か
ら
「
木
」

に
移
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
次
に
は
、
⑩
五
桔
子
、
⑪
核
児
茶
、
⑫
百
薬
煎
と
も
に
『
本
草
綱
目
』
「
卵
生
」

類
か

ら
収
録
さ
れ
、
「
五
倍
子
ハ
功
能
甚
多
シ
。
本
草
二
詳
ナ
リ
」
（
五
倍
子
は
功
能
甚
だ

一
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多
し
o
本
草
に
詳
な
り
。
）
と
か
、
「
該
児
茶
、
倭
俗
阿
仙
薬
ト
云
。
五
倍
子
ニ
テ
子
ル
モ

ノ
也
」
（
核
児
茶
、
倭
俗
「
阿
仙
藥
」
と
云
ふ
。
五
倍
子
に
て
ね
る
も
の
也
o
）
と
か
、

r用
二
五
倍
子
三
製
レ
之
、
其
法
本
草
網
目
二
詳
ナ
リ
。
五
桔
子
及
百
薬
煎
功
能
甚
多
し
。

本
草

可
レ
考
。
」
（
五
倍
子
を
用
ひ
之
を
製
す
。
其
の
法
『
本
草
網
目
』
に
詳
な
り
。
五
桔

子
及
百
薬
煎
功
能
甚
だ
多
し
。
本
草
考
ふ
べ
し
。
）
と
か
、
『
本
草
綱
目
』
の
内
容
を
参
考

し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。

　
そ

れ
か

ら
、
「
其
木
ヲ
煎
服
ス
レ
ハ
心
痛
ヲ
治
ス
」
（
其
の
木
を
煎
服
す
れ
ば
心
痛
を
治

す
）
⑬
鬼
箭
で
あ
る
。
⑭
常
山
は
『
本
草
綱
目
』
「
毒
草
」
類
の
項
目
で
あ
る
が
、
「
二
種

ア

リ
。
（
中
略
）
本
艸
ニ
ハ
ニ
種
ヲ
ス
ヘ
テ
常
山
ト
シ
テ
毒
草
ノ
部
二
入
タ
リ
。
二
種
同

名
異
物
也
。
二
物
共
二
常
山
ナ
リ
。
木
ナ
リ
。
」
（
二
種
あ
り
。
本
草
に
は
二
種
を
す
へ
て

常
山
と
し
て
毒
草
の
部
に
入
た
り
。
二
種
同
名
異
物
也
。
二
物
共
に
常
山
な
り
。
木
な

り
0
）
そ
し
て
、
　
F
世
俗
多
ク
ハ
常
山
ヲ
シ
ラ
ズ
。
ヨ
ク
辮
シ
テ
知
ヘ
シ
。
」
（
世
俗
多
く
は

常

山
を
し
ら
ず
。
よ
く
辮
し
て
知
る
べ
し
。
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
益
軒
は
自
分
な
り
に

判
断
し
、
知
る
べ
き
薬
材
と
し
て
「
木
」
に
移
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
『
本
草
綱
目
』
「
香
木
」
部
か
ら
薬
効
良
い
⑮
丁
香
、
⑯
桂
、
⑰
樟
贈
、
⑱
檀

香
、
⑲
沈
香
を
集
め
て
「
薬
木
」
に
入
れ
た
。
そ
の
次
は
、
「
椀
花
、
椀
枝
　
、
塊
子
、

椀
膠
　
皆
藥
材
ト
ス
」
（
椀
花
・
椀
枝
・
椀
子
・
椀
膠
・
皆
薬
材
と
す
）
⑳
椀
で
あ
る
。

⑫
拘
杷
と
（
⑳
五
加
木
は
「
凡
拘
杞
、
五
加
木
、
補
益
ノ
性
ス
ク
レ
タ
リ
、
上
品
ノ
薬
ナ

リ
0
」
　
（
凡
拘
杞
、
五
加
木
、
補
益
の
性
す
く
れ
た
り
、
上
品
の
薬
な
り
。
）
と
述
べ
る
よ

う
に
、
上
品
の
薬
で
あ
る
。

　
そ
の
次
に
は
、
⑳
龍
磯
は
「
片
々
氷
ノ
如
ナ
ル
ハ
上
品
ナ
リ
。
（
中
略
）
ク
タ
ケ
テ
木

皮
相
マ
シ
レ
ル
ハ
下
品
ナ
リ
」
（
片
々
氷
の
如
な
る
は
上
品
な
り
。
（
中
略
）
く
た
け
て
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
チ

皮
相
ま
し
れ
る
は
下
品
な
り
）
と
か
、
⑳
側
栢
は
「
入
ニ
ハ
レ
藥
惟
取
二
葉
扁
ク
側
生
ス
ル
者

ヲ
一
。
」
（
薬
に
入
る
に
は
、
惟
だ
葉
扁
く
側
に
生
す
る
者
を
取
る
。
）
と
か
、
⑳
楯
は
「
薬

ニ

ハ
在
レ
山
者
、
可
レ
用
。
」
（
薬
に
は
山
在
る
者
、
用
ゆ
べ
し
。
）
と
か
、
薬
用
と
し
て
使

わ

れ

る
が
、
限
度
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に

配
列

さ
れ
る
⑬
呉
茱
萸
は
、
『
本
草
綱
目
』
で
は
「
果
」
部
F
味
」
類
に
あ
る

が
、
「
時
珍
云
、
呉
茱
童
・
食
茱
黄
乃
l
類
二
種
。
取
呉
地
者
入
薬
故
名
呉
茱
黄
（
中

略
）
日
本
二
食
茱
黄
・
呉
茱
黄
共
ナ
シ
。
呉
茱
黄
ハ
年
々
來
ル
。
」
（
時
珍
云
、
「
呉
茱

黄
・
食
茱
黄
乃
ち
一
類
二
種
。
呉
地
の
者
を
取
り
薬
に
入
る
故
に
「
呉
茱
黄
」
と
名
づ

v
o
　
（
中
略
）
日
本
に
食
茱
黄
・
呉
茱
黄
共
な
し
。
呉
茱
童
は
年
々
來
る
。
）
と
述
べ
る
よ

う
に
、
益
軒
は
「
呉
茱
萸
」
を
「
薬
木
」
類
に
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
薬
木
」
類
は
、
薬
効
あ
る
木
の
集
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
益
軒
は
集

め
た
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
効
に
基
づ
い
て
、
日
中
共
に
あ
る
薬
効
良
い
も
の
か
ら
日
本

に
あ
ま
り
使
わ
な
い
も
の
ま
で
の
基
準
で
三
三
項
目
の
薬
木
を
配
列
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
は
薬
効
が
主
な
功
能
の
草
木
の
集
め
で
あ

る
。
『
大
和
本
草
』
巻
一
「
論
本
草
書
」
で
は
、
韓
保
昇
撰
『
類
証
本
草
』
を
引
用
し

　
　
　
ノ

て
、
　
F
蜀
韓
保
昇
ヵ
日
薬
二
有
二
玉
ー
石
艸
－
木
轟
－
獣
一
而
云
二
本
草
ト
一
者
ハ
爲
レ
ハ
一
諸
ー
藥
ノ
中

草
ー
類
最
ー
多
シ
ト
也
」
（
蜀
の
韓
保
昇
が
曰
く
、
F
薬
に
玉
石
・
草
木
・
虫
獣
有
り
。
『
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ら
り

草
』
と
云
ふ
者
は
、
諸
薬
の
中
、
草
類
最
も
多
し
と
為
れ
ば
な
り
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、

薬
材

と
し
て
使
わ
れ
る
品
物
の
中
に
は
草
類
が
最
も
多
く
、
r
薬
」
類
に
は
七
九
項
目
が

収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
薬
木
」
類
に
は
三
三
項
目
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
益
軒
は
項
目
の
品
物
の
貴
賎
・
薬
効
の
大
小
・
日
本
で
の
普
及
度
な
ど
に

よ
り
配
列
し
た
の
で
あ
る
。

1il’

　
T
大
和
本
草
』
に
お
け
る
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
の
創
出

　
『
大
和
本
草
』
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
の
項
目
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
項
目

が

『本
草
綱

目
』
に
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
配
列
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
『
大
和
本

草
』
内
部
に
お
い
て
も
、
他
書
に
依
拠
し
な
い
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
に
は
、
薬
効
が

顕
著

な
植
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
益
軒
は
『
大
和
本
草
』
に
独
自
に
「
薬
」
類
と

r薬
木
」
類
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
『
大
和
本
草
』
そ
の
も
の
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
旧
稿
に
論
じ
た
よ
う
に
、

『本
草
綱
目
』
が
日
本
に
渡
来
し
て
か
ら
、
江
戸
時
代
の
学
問
、
特
に
本
草
学
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
益
軒
は
例
外
な
く
、
三
〇
歳
に
『
本
草
綱
目
』
を
手
に
入
れ
て
か
ら
熟

読

し
、
晩
年
『
大
和
本
草
』
を
編
録
す
る
際
、
『
本
草
綱
目
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。
本
草
学
は
中
国
に
起
源
す
る
薬
物
に
関
す
る
学
問
で
あ
り
、
『
本
草
綱
目
』
は
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

本
草
学
の

集
大
成
と
し
て
も
例
外
な
く
薬
物
学
の
著
作
で
あ
る
。
『
大
和
本
草
』
は
書
名

に
示
し
た
通
り
、
本
草
学
の
学
問
で
あ
る
が
、
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
の
創
出
は
そ
の

一
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薬
物
学
の
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
の
本
草
学
を
樹
立
す
る
た
め
に
、
中
国
の
本
草
学
に
盲
従
せ
ず
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
を
参
考
し
な
が
ら
そ
の
分
類
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
「
薬
」
類

と
「
薬
木
」
類
は
そ
の
独
自
性
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
『
大
和
本
草
』
に
お
け
る

F薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
の
所
在
か
ら
検
討
す
る
。

　
「
薬
」
類
と
「
薬
木
」
類
と
も
『
大
和
本
草
』
基
幹
で
あ
る
「
木
（
植
物
）
」
の
中
に
配

さ
れ
て
い
る
。
益
軒
は
生
活
で
の
重
要
性
に
基
づ
い
て
、
「
植
物
」
の
最
初
に
は
命
に
係

わ

る
「
穀
」
類
を
配
す
る
。
そ
れ
か
ら
「
草
」
「
木
」
が
続
い
て
い
“
Q
o
　
F
草
」
の
中
に
、

最
初

は
同
じ
食
材
と
し
て
重
視
さ
れ
る
「
菜
」
類
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
穀
」
類
の
補
充

で
あ
る
た
め
、
「
穀
」
類
の
つ
ぎ
に
配
列
さ
れ
る
。
「
薬
」
w
u
　
（
R
u
t
草
」
類
と
も
い
う
V

も
「
草
」
の
一
類
で
あ
り
、
そ
し
て
、
口
に
入
れ
る
物
で
も
あ
り
、
「
穀
」
類
や
「
菜
」

類
の

よ
う
な
毎
日
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
ま
で
係
わ
っ
て
い
る

た
め
、
「
菜
」
類
の
次
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
「
薬
」
類
の
重
要
性
が
そ
の
所
在
か
ら
う
か

が
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
木
」
も
「
植
物
」
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
「
草
」
の
次

に

配
列
さ
れ
る
。
「
木
」
の
中
に
「
四
木
」
類
、
「
果
木
」
類
、
「
薬
木
」
類
、
「
園
木
」
、

F花
木
」
「
雑
木
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は
木
の
中
の
基
本
で
あ
る
「
四
木
」
類
、

そ
の
次
は
口
に
入
れ
る
食
べ
物
の
「
果
木
」
類
と
健
康
を
保
つ
「
薬
木
」
類
で
あ
る
。
命

が
保

た
れ
る
上
に
心
を
楽
し
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
観
賞
用
の
木
が
そ
の
次
に
配
列

さ
れ
て
い
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
、
『
大
和
本
草
』
に
は
、
薬
物
学
の
特
徴
と
し
て
「
薬
」
類
と
「
薬

木
」
類
が
創
出
さ
れ
、
食
べ
物
ほ
ど
毎
日
欠
か
せ
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
命
も
か
か

わ
っ
て
い
る
た
め
、
「
薬
」
類
は
「
穀
」
類
と
「
菜
」
類
の
次
に
、
「
薬
木
」
類
は
「
果

木
」
類
の
次
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
『
本
草
綱
目
』
が
薬
物
学
的
な
本
草
書
で
あ
る
。
収

録

さ
れ
る
一
八
九
四
項
目
は
・
王
に
そ
の
薬
効
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
『
大
和
本
草
』
に
は
、
「
薬
」
類
・
「
薬
木
」
類
の
よ
う
な
薬
効
を
中
心
に
し
た
薬
物

学
の

現
れ
で

あ
る
類
は
三
七
類
の
う
ち
二
類
、
一
三
六
四
項
目
の
う
ち
＝
二
項
目
し
か

な
い
。
薬
効
だ
け
で
な
く
、
食
用
性
、
日
用
性
、
植
物
性
な
ど
の
方
面
か
ら
展
開
し
、

『大
和
本
草
』
は
博
物
学
の
性
格
が
強
い
本
草
書
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
『
大
和
本

草
』
と
『
本
草
綱
目
』
は
同
じ
本
草
書
で
あ
る
が
、
「
本
草
」
の
意
味
す
る
内
容
が
大
き

V
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
本
草
」
は
、
主
に
伝
統
的
な
本
草
で
あ
り
、
即
ち
薬
物
学

を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
大
和
本
草
』
は
薬
効
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
が
、
薬
物

学
と
い
う
よ
り
博
物
学
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
『
大
和
本
草
』

に
お
け
る
「
本
草
」
は
、
既
に
伝
統
的
な
薬
物
学
の
本
草
よ
り
さ
ら
に
広
い
意
味
範
疇
が

つ

け
ら
れ
、
「
博
物
学
」
の
特
徴
を
強
く
有
し
た
書
物
と
な
り
得
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

か

ら
、
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
は
日
本
本
草
学
の
自
立
の
第
一
歩
を
実
現
し
た
こ
と

が
明
確
と
な
っ
た
。

注
　（

1
）
拙
稿
「
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
の
引
用
書
目
」
（
『
外
国
語
学
会
誌
四
七
号
、

　
　

大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
。

（
2
）
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
「
目
録
」
（
底
本
　
白
井
氏
蔵
書
、
特
一
ー
二
四
六
四
、

　
　
皇
都
書
林
．
永
田
調
兵
衛
版
本
、
宝
永
六
年
（
1
七
O
九
）
、
F
凡
例
」
’
　
I
九
ウ
）
O

（
3
）
『
大
和
本
草
』
（
前
掲
注
（
2
）
、
巻
六
「
薬
」
v
a
、
　
o
1
オ
～
三
四
ウ
）
。

（
4
）
『
大
和
本
草
』
（
前
掲
注
（
2
）
、
巻
一
一
「
薬
木
」
w
w
、
　
O
1
オ
～
一
六
オ
）
。

（5
）
『
大
和
本
草
』
（
前
掲
注
（
2
）
、
巻
一
「
論
本
草
書
」
’
　
1
l
四
・
p
t
）
o

（
6
）
拙
稿
「
『
大
和
本
草
』
「
穀
」
類
に
内
在
す
る
下
位
分
類
1
『
本
草
綱
目
』
と
の
比

　
　
較
か

ら
ー
」
（
『
水
門
ー
言
葉
と
歴
史
ー
』
第
二
八
号
、
水
門
の
会
編
、
勉
誠
出

　
　
版
、
　
1
1
0
1
　
〈
年
四
月
）
o

（
7
）
拙
稿
「
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
「
民
用
」
類
の
成
立
ー
「
民
生
日
用
」
の
思
想

　
　
と
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
脱
却
ー
」
（
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
十
七
号
、
東
ア
ジ

　
　
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
。
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